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論 文 内 容 の 要 旨

ホヤは脊索動物門の中や系統学上低次に位置し,幼生は脊索を持ち,また変態した成体はユニークな形態をもつことから,

進化と体制の獲得との関連性を考察する上で重要な動物である. 近年,ホヤの一種で標準モデル動物化が期待されているカ

タユウレイボヤ Cionaintestinalisを用いた発生遺伝学的アプローチが始まりつつあるが,｢系統｣､が存在していないため

遺伝的に厳密な議論が出来ないでいる｡

そこで,カタユウレイボヤたおける系統作製を目的として,汎用性の高いRAPD(RandomlyAmpli丘edPolymotphic

DNA)マーカーを多型的遺伝的マーカーとして用いて,まずこの種における遺伝的背景を調査した｡種内変異に先立ち種

間変異を調べたとノころ,18SrD山A による系統解析で混乱を生じていたカタユウレイボヤと近縁種ユウレイポヤはゲノミ

ックフィンガープリントで識別が可能であり,系統学的にも別種であることが示された｡､交雑発生の結果や種特異的に検出

されるBrachyury遺伝子の inSituハイブリダイゼーションの結果もこれを支持し,両種における遺伝子プールの補遺が

改めて確認された｡

に遺伝的に識別できることが判明した?この情報をもとに自家交配による近交系の作製を試みたところ,F4世代の個体間

の遺伝的類似性は野生集団の遺伝的類似性よりも有意に高くなったが,近交弱勢のせいかこの集団はF5世代で途絶えた｡I

さらに調査した野生集団中もっとも遺伝的距離の大きい2集団由来の野生個体を用いて,FZSelf-cros昌による交配パネ

ル与り59のRAPD遺伝子座に関する遺伝地図の作製を行なったところ,1608cMに相当する19の遺伝子群が得られた.､本

研究は,′実際の遺伝学的アプローチを考慮しつづ,系統作製を目的にホヤの多型を解明した初めての研究であり,その成果

は今後のホヤ遺伝学の展開の基礎をなすものである｡

論 文 審 査 の 結 果 の 零 旨

近年の発生遺伝子の知見の多くは,ショウジ′ヨウバエやC.エレガンスを利用した突然変異体の作製とその原因遺伝子の

単離 ･解析をとおした発生遺伝学的解析によってもたらされたものであり,この研究方法はますます力強ぎを増している｡

ウ千･カエル･凍 ヤなどの動物は古くから発生生物学の実験材料としてよく使われてきてしさるが,発生遺伝学的展開ができ

ない弱点をもつ o Lかし世界の沿岸域に広く分布するカタユウレイボヤ CionainteStinalisは,世代時間が約3カ月と短い

こと､,雌雄同体でかつ自家受精が可能をこと,室内での継代飼育も可能なことなど,今後の発生遺伝学的展開が期待でき,

†実際すでに突然変異体の作製も始まりつつある｡しかし ｢系統｣を初めとした遺伝的バックグラウンドの整備がほとんどな

されていない｡

そこで, はカタユウレイボヤにおける系統作製を目的と RAPDマーカーを -カーと

いて,まずカタユウレイポヤと近縁種ユウレイボヤ C.savignyiの種としての遺伝的背景を調査したOその結果,両種はゲ
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ノミックフィンガープリントで識別が可能であり,系統学的に.も別種であることが示された｡また交雑発生の結果もこれを

支持し,両種における遺伝子プールの相違が改めて確認された｡次にカタユウレイボヤの地域集団間の遺伝的相違を国内7

カ所で調べ,遺伝的距離は小さいものの地域集団毎に遺伝的に識別できることを明らかにした｡さらにこの情報をもとに自

家交配による近交系の作製を試みたところ,F4世代の個体間の遺伝的類似性は野生集団の遺伝的類似性よりも有意に高く

なり,今後の純系作製の道を開いた｡また調査した野生集団中もっとも遺伝的距離の大きい集団由来の野生個体を用いて

F2Selトcrossによる交配パネルによって59のRAPD遺伝子座に関する遺伝地図の作製を行なったところ,1608cM に相当

する19の遺伝子群が得られた｡

世界的に見てもホヤの発生生物学研究者の数は少ない｡この動物の研究材料としての遺伝的バックグラウンドの整備が常

に指摘されてきたが,実際にこの研究に取り組むものはいなかった｡申請者は将来の発生遺伝学の展開を見越し,カケユウ

レイボヤの遺伝的多型の研究に正面から取り組み,上記のような研究成果をあげた｡この申請者のチャレンジ精神は評価さ

れて良いものと思われる｡研究は現在も展開中であり今後の研究成果も期待できる｡

申請者は,本研究に関してすでに国際誌への論文の公表もおこなっており,また自身の研究の位置づけも十分なされてい

ると判断された｡本研究の学問上の意義は大きいと同時に,申請者の学術研究に対する熱意と能力の高さが推察できた｡

よって,本論文は博士 (理学)の学位論文に値するものと認められた｡なお,添付論文に報告されている研究業績を中心

に,関連分野に関する試問を行なった結果,適切な回答が得られたので合格と認定した｡

- 388-


